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伝送装置間インタフェース仕様
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１． 責任分界点とインタフェース規定点 

 

  本規定における責任分界点を図１に、インタフェース規定点を図２に示す。 
 

 

当社区間 直接協定事業者区間 

当社装置 

責任分界点 

 
 

図１：責任分界点 

 

 

送信側光ジャック／受信側光ジャック 

 

 

図２：インタフェース規定点 

プラグ 

配線盤

ジャック プラグ

当社装置 

光学的条件規定点 物理的条件規定点 
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２． レイヤ１仕様 

 
接続に使用可能なIF種別としては、以下のIF種別をサポートする。各IF種別はレイヤ2にPOS

プロトコルを利用するものとギガビットEthernetプロトコルを利用するものとに分類される。
サポートするIF種別とそれぞれがどちらのプロトコルを利用するかを以下に示す。 
10G-POS : POSプロトコル 
1000BASE-LX : ギガビット Ethernet プロトコル 

 

２．１ レイヤ１仕様(POS プロトコル使用時) 

 
２．１．１ ケーブル 

 

本インタフェースに適用するケーブルは以下のとおりとする。 
 

２．１．１．１ シングルモード型光ファイバ 
 

シングルモード型光ファイバに適用する規格は JIS C6835 SSMA-9.3/125 準拠とす
る。 

 
 

２．１．２ コネクタ 

 

本インタフェースに適用するコネクタは以下のとおりとする。 
 

２．１．２．１ SC コネクタ 
 

SC コネクタに適用する規格は、JIS C 5973（F04 形単心光ファイバコネクタ）準拠
とする。 
プラグはＢ等級以上（マスタプラグ接続時の挿入損失が 0.7dB 以下）、接続時の反

射減衰量は 22dB 以上とする。 
 

 
２．１．３ 光学的条件 
 

光学的条件については、以下の標準に準拠する。 
 

２．１．３．１ SONET 信号 

 

２．１．３．１．１ 同期ハイアラーキのビットレート 

 

Telcordia GR-253-CORE issue3 の OC-192(Opcital Carrier ‒  Level 192)に準
拠する。 

 
２．１．３．１．２ 光パラメータ条件 
 
（１） OC-192 SR-1 局内用 

光パラメータ条件は、Telcordia GR-253-CORE issue3 OC-192 SR-1 に準拠
する。 

 
（２） OC-192 IR-2 局内用 

光パラメータ条件は、Telcordia GR-253-CORE issue3 OC-192 IR-2 に準拠
する。 
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２．１．３．１．３ ジッタ耐力 
 

ジッタ耐力は Telcordia GR-253-CORE issue3 に準拠する。 
 
 

２．１．４ 論理的条件 
 

２．１．４．１ SONET 信号 

 

論理インタフェース条件は、Telcordia 勧告 GR-253-CORE issue3  で規定される

OC-192 のフレームに準拠する。 

２．１．４．１．１フレーム構成 

 

本インタフェースで規定する OC-192 のペイロードには、最大 192 個の STS-1 ま

たは最大 64 個の STS-3c SPE、または最大 16 個の STS-12c SPE、または 4 個の

STS-48ｃ SPE、または 1個の STS-192ｃを収容する。また、STS-1 SPE/ STS-3c 

SPE/ STS-12c SPE/ STS-48c SPE の混在収容を可能とする。それぞれのフ 

レームフォーマットを図 3～図 8に示す。 

 

２．１．４．１．２ OC-192 信号のオーバヘッドバイトに関する留意事項 

 

基本的に Telcordia “GR-253-CORE issue3”  に準拠するが、OC-192 信号の 

オーバヘッドバイトに関する留意事項を表１に示す。 

 
 

* ＝同符号が連続しないこと

... ＝同左

A1 A1 ... A1 A2 A2 A2

B1 E1

D1 D2

H1 H1 ... H1 H2 H2 H2

B2 B2 ... B2 K1

D4 D5

D7 D8

D10 D11

S1 M1

9
行

J0 Z0

F1

D3

H3 H3

K2

D6

D9

D12

E2

Z0 ＊ ...

... H3

＊...

...

Z1 Z1 Z2 Z2 Z2 ... Z2...

<OC-192ﾌﾚｰﾑ>

＊ ＊ ＊ ＊

＝未使用ﾊﾞｲﾄ(ALL"0")

ｾｸｼｮﾝｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞ(SOH)

ﾗｲﾝｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞ(LOH)

... ...

... ...

... ... ...

...

本領域には最大192個のSTS-1 SPE、または
最大64個のSTS-3c SPE、または最大16個の
STS-12c SPE、または4個のSTS-48c SPEま
たは1個のSTS-192cが収容される。
また、STS-1 SPE、STS-3c SPE及びSTS-12c 
SPE、STS-48cの混在収容が可能である。

H1 ＝ 1001xx11
H2 ＝ 11111111

×:未定義ﾋﾞｯﾄ
＊

＊

STS-3c/12c/48cﾎﾟｲﾝﾀの場合、それぞれ最初のﾎﾟｲﾝﾀ以
外の残りのﾎﾟｲﾝﾀについてのビット割付を以下に示す

但し、 STS-1 SPE/STS-3c SPE/STS-12c 
SPE/STS-48cの多重を行う場合は、別途
協議が必要となる。

192ﾊﾞｲﾄ 16704ﾊﾞｲﾄ

17280ﾊﾞｲﾄ
192ﾊﾞｲﾄ 64ﾊﾞｲﾄ

128ﾊﾞｲﾄ

 
図３： OC-192 信号のフレームフォーマット 
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9
行

ﾊﾟｽｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞ(POH)

J1

B3

C2

G1

F2

H4

Z3

Z4

Z5

86ﾊﾞｲﾄ1ﾊﾞｲﾄ

＝固定ｽﾀｯﾌﾊﾞｲﾄ（同一値であること）

＝STS-1ﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ

1 2… 30 59 87

 
図４： STS-1 SPE のフレームフォーマット 

 
 

J1

B3

C2

G1

F2

H4

Z3

Z4

Z5

260ﾊﾞｲﾄ1ﾊﾞｲﾄ

＝STS-3cﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ

9
行

ﾊﾟｽｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞ(POH)

 
図５： STS-3c SPE のフレームフォーマット 
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J1

B3

C2

G1

F2

H4

Ｚ3

Ｚ4

Z5

1040ﾊﾞｲﾄ
1ﾊﾞｲﾄ

3ﾊﾞｲﾄ

＝固定ｽﾀｯﾌﾊﾞｲﾄ（同一値であること）

＝STS-12cﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ

ﾊﾟｽｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞ(POH)

9
行

 
図６： STS-12c SPE のフレームフォーマット 

 
 

J1

B3

C2

G1

F2

H4

Z3

Z4

Z5

4160ﾊﾞｲﾄ15ﾊﾞｲﾄ

＝固定ｽﾀｯﾌﾊﾞｲﾄ（同一値であること）

＝STS-48cﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ

1ﾊﾞｲﾄ

9
行

ﾊﾟｽｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞ(POH)

 
図７： STS-48c SPE のフレームフォーマット 
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J1

B3

C2

G1

F2

H4

Z3

Z4

Z5

16640ﾊﾞｲﾄ63ﾊﾞｲﾄ

＝固定ｽﾀｯﾌﾊﾞｲﾄ（同一値であること）

＝STS-192cﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ

1ﾊﾞｲﾄ

9
行

ﾊﾟｽｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞ(POH)

 
図８： STS-192c SPE のフレームフォーマット 

 
表１． OC-192 信号ｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞﾊﾞｲﾄの留意事項 

属性 記号 TTC 標準 JT-G.707 上

の用途 

留意事項 

J1 パストレース 透過を前提としない 

B3 パス誤り監視 前フレームの STS-1 SPE/ STS-3c 

SPE/ STS-12c SPE/ STS-48c  SPE/ 

STS-192c の BIP-8 演算結果とする 

パ ス 管 理 情 報

(POH) 

C2 シグナルラベル “00”以外とする 

 

２．２ レイヤ１仕様(ギガビット Ethernet プロトコル使用時) 

 

２．２．１ ケーブル 

 

本インタフェースに適用するケーブルは以下のとおりとする。1000BASE-LX について
はシングルモード光ファイバ（2芯）を使用する。 

 
２．２．１．１ シングルモード光ファイバ（2芯） 
 

シングルモード光ファイバ（2 芯）に適用する規格は JIS C6835 SSMA-9.3/125 準
拠とする。 

 
２．２．２ コネクタ 

 

  本インタフェースに適用するコネクタは以下のとおりとする。 
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２．２．２．１ SC コネクタ 
 

SC コネクタに適用する規格は、JIS C 5973（F04 形単心光ファイバコネクタ）準拠
とする。 
プラグはＢ等級以上（マスタプラグ接続時の挿入損失が 0.7dB 以下）、接続時の反

射減衰量は 22dB 以上とする。 
 
２．２．３ 光学的条件 
 

本インタフェースに適用する光伝送仕様は IEEE Std 802.3 に規定される 1000BASE-LX
準拠とする。 

 
２．２．４ 論理的条件 
 

本インタフェースに適用するギガビット Ethernet の規格は IEEE Std 802.3 準拠とす
る。 

 
２．２．５ リンクダウン転送（リンクパススルー）機能 
 

本インタフェースにおける当社のＩＰ通信網間接続装置と直接協定事業者のレイヤ 3
終端点（ルータ）の間に、レイヤ 1の伝送装置を設置する場合には、当該伝送装置にお
いてリンクダウン転送（リンクパススルー）機能を有効とし、伝送区間故障発生時に当
社のＩＰ通信網間接続装置への光送出を停止すること。 

 

技別３４－８ 



３．レイヤ２仕様 

 

３．１ POS プロトコル 

 

POS(PPP over SONET)の規格としては、以下の規格を用いる。 

RFC1662 PPP in HDLC-like Framing および RFC2615 PPP over SONET/SDH  

 

３．２ ギガビット Ethernet プロトコル 

 

  本インタフェースに適用するギガビット Ethernet の規格は IEEE Std 802.3 準拠とし、
レイヤ 2プロトコルとして以下の仕様を適用する。 

 
３．２．１ MAC プロトコル 
 

IEEE Std 802.3 に規定されている MAC を使用する。図 9 に IEEE 802.3 に規定される
MAC フレームフォーマットを示す。タイプ／フレーム長フィールドにフレーム長を指定
した場合は、転送を保証できない場合がある。表3に本資料で用いるタイプ／フレーム
長フィールドの主な割り当てを示す。 

 

ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ 

（７） 

SFD 

（1） 

宛先 MAC 

アドレス 

（6） 

送信元 MAC 

アドレス 

（6） 

タイプ／

フレーム長

（2） 

データ 

（46～1500） 

FCS 

（4） 

各フィールド内の数値はフィールド長（単位：オクテット）を示します。

図９:IEEE 802.3 MAC フレームフォーマット 
 

表３：タイプ／フレーム長フィールドの主な割り当て 

タイプ／フレーム長の値（16進数） プロトコル 

フレーム長 2E～5DC －※

0800 Internet IP(IPv4) 

0806 Address Resolution Protocol(ARP) 

タイプ 

 

 86DD IP version 6(IPv6) 

※フレーム長を指定した場合は、転送を保証できない場合がある。 
 

３．２．２ ARP プロトコル 
 

本インタフェースにおいてレイヤ 3 プロトコルとして IPv4 を使用する場合、当社と
相互接続する直接協定事業者のレイヤ 3終端点（ルータ）は RFC 826 に規定されている
ARP をサポートしている必要がある。 

 
３．２．３ その他の詳細仕様 
 

本インタフェースに適用するギガビット Ethernet の規格としての IEEE Std 802.3 に
規定される機能のうち、Clause37 に規定されている Auto-Negotiation については、原
則 disable 設定とし、Full Duplex 固定設定にて直接協定事業者は当社の装置と接続す
ることとする。 
その他、実際の相互接続時に使用する機能や設定等の詳細仕様については、当社と

直接協定事業者間の協議にて決定し、別に定めることとする。
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